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1.目的 

 近年，記録的豪雨に起因する大規模洪水・土砂災害

が多発している．このような災害においては，氾濫や

斜面崩壊などに起因する被害が主要なものである．

一方で，斜面崩壊や河岸の浸食の発生などに伴い，多

くの流木が河道に流出して，洪水被害を助長してい

る．平成 29年 7月九州北部豪雨（以下，29年豪雨）

では，7月 5日の昼頃から夜にかけて，福岡県から大

分県にわたる地域で観測史上最も多い記録的な雨量

を観測した．また，大量の流木が発生し，福岡県の朝

倉市と東峰村，ならびに大分県の日田市で被害が生

じた．各被災河川の流木発生に関する推定情報を表-

1にまとめた．寒水川，奈良ヶ谷川，北川，白木谷川，

赤谷川の 5 河川では大規模な流木発生があった．赤

谷川は流木量が最も多く，土砂や流木による河道埋

塞により氾濫が多数発生し，今次出水における被害

の典型を示した． 

 このような状況から，これまで議論されてきた水

や土砂の流出管理に加えて，今後は大規模洪水時の

流木流出の管理技術の開発が必要であると考えられ

る．矢野ら(2018)は河川流域内に存在する豪雨時に地

質，降雨量などから斜面崩壊の可能性が見込まれる

箇所と対象斜面の森林の状況，ならびに河川と各斜

面との地形的な関係から推定される流木の可能最大

発生量を「流木発生ポテンシャル」と定義し，その評

価法を提案している．斜面崩壊は流木発生を引き起

こす主要因であり，流木災害に対応するためには斜

面崩壊の発生メカニズムの詳細な検討が必要と考え

られる．そこで，本研究では 29年豪雨により発生し

た斜面崩壊に対する要因分析を試みた． 

 

2.内容 

2.1 統計解析による斜面崩壊要因の分析 

 29 年豪雨により発生した斜面崩壊に対して，傾斜

角と累積雨量のデータを用いた統計解析による斜面

崩壊要因の分析を行った． 

以下に示すデータ類についての情報整理を地理情

報システム GIS（ESRI 社製，ArcGIS10.4）上で行っ

た．斜面崩壊地については，国土地理院が公表した

「平成 29 年 7 月九州北部豪雨に伴う被害状況判読

図」から，GIS 上に再整理したものを使用した．雨量

データは，国土交通省が作成した 2017年 7月 5日の

C-X 合成雨量データ（250mメッシュ）を用いた．さ

らに，崩壊斜面の傾斜角・流域境界・渓流境界に国土

地理院の標高データ（10mメッシュ）を用いた． 

まず，各河川流域（図-1）を渓流に分割し，各渓流

の流域面積に対する崩壊地面積の割合を算出した． 

 

表-1 被害河川の推定流木量および流木流出係数 

 

 

 

図-1 検討対象流域 

本川
流域面積

（km2）1)

推定流木量

（m3）1)

流木流出係数

(m3/km2)
小石原川 87.4 7,009 80
佐田川 72.7 19,010 261
桂川 45.4 28,815 635

奈良ヶ谷川 3.8 19,601 5,158
北川 7.0 27,616 3,945

寒水川 3.7 22,660 6,124
白木谷川 3.9 12,520 3,210
赤谷川 20.1 39,230 1,952
大肥川 77.6 27,163 353
花月川 130.2 6,753 52

注：1)筑後川右岸流域河川・砂防復旧技術検討委員会報告書(2017)より
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 次に，C-X 合成雨量データから各メッシュ上での

最大累積雨量を 1，3，6，12時間について推定した．

一例として，最大 6時間雨量の分布を図-2に示す． 

標高データから求めた各崩壊地の最大傾斜角の渓

流内での平均値と各最大累積雨量を用いて，各渓流

の崩壊割合との相関を重回帰分析により評価した． 

2.2 統計解析の結果と考察 

表-2に全ての河川のデータを一括して用いた場合

の重回帰分析結果を示す．崩壊割合は傾斜角と時間

雨量に対して共に正の相関があった．特に，3 時間，

ならびに 6時間雨量との相関が強いことが分かる． 

次に，各河川単位で雨量として 3時間，ならびに 6

時間雨量のデータをそれぞれ用いた重回帰分析を行

った結果を表-3に示す．桂川上流を除く河川の全て

で崩壊割合は傾斜角と時間雨量に対して正の相関を

持つことが分かる．また，3時間雨量と 6時間雨量の

重決定係数 R2値の大小を比較すると，相関の強さは

同数の結果となった． 

以上のことから，今次水害において，統計的には，

傾斜角と 3 時間または 6 時間最大雨量の組み合わせ

が斜面崩壊の発生要因である可能性が示唆された．

なお，地質や地下水位の状況などのパラメータは，現

状では空間的な情報として組み込むことが難しく， 

これらの要素を今回の解析では考慮できていない． 

 

 

図-2 最大 6時間雨量の分布 

表-2 全河川一括の重回帰分析の結果 

 

 

表-3 各河川の重回帰分析結果 

 

 

実際はこれらの要素の影響があると考えられること

から，それらの情報のデータ化を行ったより詳細な

解析が求められる． 

3.結論 

29 年豪雨により被災した河川流域内で発生した斜

面崩壊の要因分析を試みた．その結果，今次水害にお

いて，統計的には，傾斜角と 3 時間または 6 時間雨

量の組み合わせが斜面崩壊の要因である可能性が示

唆された．  

今回考慮できていない地質分布による地盤力学特

性や地下水などの時空間的変動を組み込んだ解析の

改良が今後の課題となる． 
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